


















(199 ) 三 河 の 昆 虫

ムシ相についてまとめてみたが今後さらに時期

を変えての調資と多型現象の種についての調査

を進めると面白いと考える。

末尾ながら、 この報告に関して貨箪な資料の

提供と現地でおけ話になった浅岡孝知氏に厚く

お礼申し上げる。
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船着山のカミキリムシ類

当リストは、 1986年4 ~8月の間に、新城市

船着山で採集された種と、 調査期間中には得ら

れなかつたが、 過去に採集例のある未発表の種

をまとめたものである。
＊） 

なお、 当地では既に松野(1978)によって、

IO種類が報告されている。

ノコギリカミキリ亜科

I. Prionus insularis (MOTSCHULSKY) 

ノ コギリカミキリ

12-w. 86． 洩岡。

竹 内 克 豊

クロカミキリ亜科

2. S Pondyli s bu pre zt o ides (Li:-�卜：）

クロカミキリ

12-W, 邸 浅岡。

ハナカミキリ亜科

3. Toxotinus minutus reini (HAROLD) 

モモグロハナカミキリ

21-V, 78, 浅岡。

4. Lemula decipiens (BATES) 

キパネニセハムシハナカミキリ

27-IV, 86, 竹内。
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17. Clyt us me/aenus (B、\TES)

シラケトラカミキリ

16 -v. 86, 浅岡。

18. Chi oro Pho rus ja知ni CUS (CHEVROI..IT) 

エグリトラカミキリ

15 - W 86． 浅岡。

19. Rhaphuma diminuta (BATES)

ヒメクロトラカミキリ

Z7 - rv. 86, 竹内。

20. Demonay transilis (BATES) 

トゲヒゲトラカミキリ

Z7- N, ぉ． 竹内。

21. Dere thoracica (WH1-rr.) 

ホタルカミキリ

27-N, 86, 竹内。

22. Pur加ri cenus t em mi nc ki i 

(GじER!:>.�IE\"ILLE)ペニカミキリ

27- N. 86, 松野。

フトカミキリ亜科

23. Me sos a myops japonica (BArns)

ゴマフカミキリ

27 -JV. 86． 浅岡。

24. Asa知rda r ufi担S (8.ITES) 

キクスイモドキカミキリ

27 - IV, 86, 浅岡。

25. Micro/era ptinoides (BA-ri-:s)

ヒシカミキリ

18 -v, 86, 浅岡。

26. Ptero I o  Ph ia granu/ at us 

(M OTSC•IULSKY) アトモンサビカミキリ

27 - IV. 86, 浅岡。

27. Mesosella simiola (BAn:sl

クワサピカミキリ

18 - V. 86． 浅岡。

28. Monoc h a m u s  s u btasciatus (B.1TEsl 

ヒ メヒゲナガカミキリ

15 -\II. 86． 浅岡。

29. Anoplophora m alasiaca (ToMso:,;)

ゴマダラカミキリ

3一＼備， 86, 浅岡。

30. Rhopaloscelis unitasciatus (BLEss)

ヒトオビアラゲカミキリ

15 -\ll, 86. 浅岡。

31. Sybrodiboma subfasciata (BA-rr:s) 

シロオピチピカミキリ

15 - VI, 86. 浅岡。

32. Sophronica obrioides (BATF:s) 

（図C)イボタサビカミキリ

16 - v, 82. 浅岡。

愛知県下では、 記録の少ない種である。

33. Eryssamena saperdina (BATES)

トゲパカミキリ

15-\II, 86. 浅岡。

34. Atim ura japonica (BATES)

コプスジサビカミキリ

29 - N, 86, 浅岡。

35. Exocentrus guttulatus (B.nF.s)

シラオビゴマフケシカミキリ

12-\11, 86, 浅岡。

36. Exocen tr us Ii nea tus <BATES) 

アトモンマルケンカミキリ

12 -w. 86， 浅岡。

37. Eutetrapha ocelota (BATES) 

ャッメカミキリ

15-\ll, 86， 浅岡。

38. Glenea relicta (PASCOE) 

シラホシカミキリ

15 -\II. 86． 浅岡。

39. NuPse rha mar gine II a

ヘリグロリンゴカミキリ

15-\II, 86. 浅岡。

以上39種であるが、 松野(I 978)には今回採

集されなかったツヤケシハナ、 ヒメスギ、 ワモ

ン サピ、 チャポヒゲナガの4種が含まれている

ので、 舟若山のカミキリム シは43種が確認され

たことになる。

＊）松野更ー(1978)舟若山のコガネムシとカ
ミキリムシ。 三河毘虫研究会採集ニュ ー

ス2: 30~32。
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カタデハムシ

33) Aulacophora n igr i鯰nnis Mot schu­

lsky クロウ リ ハムシ

34) Ar thro tus n iger Mot schulsky ム ナ

グロツヤハムシ

35) Aph thona perminu ta Ba ly ップノミ

Iヽムシ

36) Hemipyx is p!agioderodes (Mo t sch-

ulsky) ヒゲナガルリマルノミハムシ

37) Dae tylispa mason ii Gest ro キベリ

トゲ ハムシ

38) Euops s Pfend idus Voss カシルリオト

43 ) Curculio s tyracis (Roe lo ts) エゴ

シギゾウムシ

44) Bruch idius terreus (Sharp) ネム

ノキマメ ゾウムシ（図B)

シプミ

39) Euops lespedezae Shar p ハ ギ ル リオ

トシプミ

40) Myllocerus griseus Roelo f s カシワ

クチプトゾウムシ

4 I) Dermatoxenus caes icollis (Gy I le-

nhal) ヒメシロ コプゾウムシ

4 2) D ysc erus e I onga tus (Roe I o f s) ホ

ソアナアキゾウムシ

以上 44 種を記録した。 個体数は大部分が 1 ~ 

2頭で、 禾同定標本も2種あり。 注目すべき種 

としては、 チビハパビロハネカクシ（図A)

（沢田商平氏同定）、 ョッキボシコメッキ（大 

平仁夫氏同定）、 ャッポシハムシ、 エゴシギゾ

ウムシ、 ネムノキマ メゾウムシ（図B)な どで

あろう。

船着山のコメッキムシ類

船若山のコメッキムシ類は今度の調査で21種

が確認された 。 この中には特殊なものは存在し

ないが、 ドウガネヒ ラタコメッキのようなやや

山地性のが入りこんでいる。 し かし、 大体にお

いて（氏地山林性のものが主流を占めているよう

に思われる。 フタモンウパタマコメッキが再確

認され た こと、 ナガチ，ャクシコメッキやヒラタ

クシ コメッキが多く産することなどは、 ここの

本科の分布の一つの特性と思われる。

種 の 目 録
I. ヒゲコメッキ Pee toe era for tune i 

Candeze

大 平 仁 夫 へ

10-V, 86 (5）． 大平。

2. フタモンウパタマコメッキ Paracalais

larva tus pini (Lew i s) （図 A)

15-W, 86 (1), 竹内; 12-W, 86 (I), 山綺

; 27 -w. 86 (I). 松野。

本挿については荒川(1951) が船若山から

記録しているが、 その後再確認されていなか

った。

3. サビキコリ Agrypnus (Agrypnus) •

b inodulus (Mot schulsky) 

10-V,86 (2), 大平； 15-vl. 86 (I), 浅岡

; 3-1111, 86 (I), 浅岡。

4. タテジマカネ コメッキ Gambrinus 
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17. コガタクシコメッキ Melanotus

(Kensakulus) erythroPyg us Candeze

10-V. 86 (I）、 大平。

普通の種である。

18 . ミドリヒメコメッキ Vui//etus viridis 

(Lewis). var. subo pacus Nakane 

2 9-IV. 86 (2)..大平。

この地方では普通に見出される。

19. キパネホソコメッキ Dole/osomus

graci Ii s (Candeze)

おーJV.86 (I), 大平；IO-V,86(1),大平。

4月から5月にかけて花上に普通である。

20. アカハラクロコメッキ Am知dus

(Amp edus) hypo gas ti cus (Candeze)

おーIV,86(I)．大平 ；18 -V,86(I)，浅岡。

普通の種である。

21. ヒ メクロコメッキ AmPedus

13- IV. 86 (I), 浅岡 ；4-V,86 (I), 山崎；15-

\II,86 (I), 浅岡。

普通に見出される種である。

22. ョッキポシコメッキ Ectinoides

insignitus (Lewis)

26-IV,86 (2). 山崎; 18-V, 86 (I), 山崎。

4月下旬頃から5月にかけて出現する。

ここに記した採集者名は以下のようである。

浅岡＝浅岡孝知；松野＝松野更 ー、 大平＝大

平仁夫；竹内＝竹内克豊；山綺＝山崎隆弘。 な

ぉ、 各種の採集月日と頭数は、 その月の代表例

にとどめてある。

（引用文献）

荒川鳳三(I951) 三河地方の遂種の昆虫に

ついて、 虫譜、 I (I): 26~2 8。

(Pseude/ater)  carbuncu/us (Lewis)  

船着山の甲虫（ゾウムシ類）

I 986年度、 船行山における調査の結果、 ゾウム

シ類について、 ある程度明らかになったので報

告する。

尚、 本文中、 デ ー タについては、 最も新しい

もの、 代表的な例にとどめ、 採集者名：山崎以

外は筆者を示す。

種 の 目 録

マメゾウムシ科

I. チャパラマメゾウムシ Callosobr uchus

ademptus (Sharp) 8-V, 86 (I)。

ヒゲナガゾウムシ科

I. マダラヒゲナガゾウムシ0加nthribus

tess 1/atus (Boheman) 27-N, 86 (2)。

浅 岡 孝 知

2. シロヒゲナガゾウムシ Platys tomos

sel/atus (R oelofs) 29 -IV,86 

(I), 山崎。

3. セマルヒゲナガゾウムシ P hloeob ius

gibbosus Roelofs 15-N. 86 (2)。

4. シリジロヒゲナガゾウムシ A11droceras

flavellicorn is (Sharp) 26-V,86 (I)。

5. カオジロヒゲナガゾウムシ L ilocerus

laxus Sharp 29-IV.86 (I) 。

オトシプミ科

I. フ ァ ウストハマキチ ョッキリ Bye tiscus

fausti Sharp 27-JV,86(3)。

2. プドウハマキチョ ッキリAs pi do bye ti scus

lacun ipenn is (J ekel) 21-V,78 (2)。

3. チャイロチ ョッキリ Aderorhinus
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22. クスアナアキゾ ウムシ Dyscerus

orientalis (Mo t schulsky)27-IV,86 (I)。

23. ホソアナアキゾウ ムシ Dyscerus elong-

atus (Roe lo fs) 18-V, 86 (I) 。

24. クロ クチカクシゾウムシ Ca tagmat硲

japon icus Roelofs 15-vl, 86 (I)。

25. アシナガオニゾウムシ Gas terocercus

longipes Kono 12-W. 86 (I)。

26. マッノシラホンゾウムシ Sh irahoshizo

i ns idiosus (Roelofs) 29-IV, 86 (I)。

27. ハスジクチカク シ ゾウムシ Cry ptorhy­

nchus Jase icula tus (Roelo fs) 

29- IV, 86 (I)。

28. チャ パネキクイゾウムシ Heterathrus 

29. リンゴコフキゾウムシ Phyllob ius arma tus 

(Roelo fs) 27-I V, 86 (I)。

オサゾウムシ科

I. スギキクイサビゾウムシ Dry oph thorus

ja 灼nicus Kon i sh i 27-1\1,86 (I) 。

2. トホシオサゾウムシ Aplo tes roe lofsi

(Chevrol a t) 18-V, 86 (I), 山崎。

lewis ii Wollas ton 27- N,86 (I)。

以上6科56種を確認したことになる。 これか

ら、 本地方の調森査料の参考になれば幸いであ

る。 尚、 末筆ながら、 心よく資料を供与してい 

ただい た山崎隆弘氏にお礼を申し上げる。

船着山の甲虫類（タマムシ科）

I 986年度の調和こより、船若山のタマ ムシ類

につい て、 ある程度まとまったので、 手元にあ

る資料をまとめ報告する。

尚、 データにつ いては、 手元の資料中一番新

しいものにとどめ、 文中の採梨者名は、 水野＝

水野宏、 大平＝大平仁夫氏の略であり、 その他

は渾者である。

種 の 目 録

タマムシ科

I. タマムシ Chrysochroa fulgidiss ima 

(Schon herr) 5-D(, 86 (I), 水野。

2. クロナガタ マ ムシ Agr ilus cyaneon iger 

E. Saunders 16-V, 86 (I)。 •
3. アオマダラタマムシ Nip加noauprestis

amabi /is ( Snellen va n Vollenhoven)

15-vl, 86 (I)。 西日本には多いが比較的稀。

4. シロテンナガ タマムシ Agri/us sospes

浅 岡 孝 知

Lew is 18-V, 86 ( I)。

5. ヒンモンナガタマムシ Agri /us discalis

E. Saunders 27 -N, 86 (!)。

6. ウグイスナガタマムシ Agrilus tem/;es tivus 

Lew is 18-V, 86 (I) 。

7. ンロオビナカボソタマムシ Coraebus

quadriundula tus Mo t schul sky

10-V, 86 (I), 大平。

8. ヤノナミガタチビタマムシ Trachys yanoi

Y.Kurosawa 15-\1.. 86 (I)。

9. ダンダラチビタマムシ Trachys vario/aris

E. Saunders 27-N, 86 (3) 。

I 0. ハイ イロヒラタチピタ マ ム シ Habroloma

griseonigrum (E.Saunders) 15-Vf、86 (3) 。

以上l科10種を報告するにとどまったが、 今
後更に調奄を続けていく中で、 かなりの梱が追
加されると思われる。 末平ながら、 本報を屯す 
るにあたり、 心よく資料を供与していただいた 
大平仁夫、 水野宏両氏にお礼申し上げる。
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船着山の雑甲虫

I. ニホンホホビロコメッキモドキDaul edaya

buccu!enta (Lew i s) （コメッキモドキ科）

18-V, 86 (I). 浅岡。

本種についてはすでに山崎（三河の昆虫、

21: 8 l~83、l978)に船着山から採集の報告

があるが、 今度の調査でもl頭山続氏が採集

された。

2. )レイスコメッキモドキ lan gur iornorPha 

lewi s i (Crot ch) （コメッキモドキ科）

29-\'1. 86 (3) 會 浅岡。

ここではよく見出される種である。

3. キムネヒメコメッキモドキ Anadastus

atr iceps (Crotch) （コメッキモドキ科）

18-V, 86 ( 1 ) ,  浅岡。

涸体数が少なく、 1頭がとれたのみである。

4. カタ モンミナミポタル Drilas fer 

axill ari s K iesenwett er （ホタル科）

15 -\'1, 86 (2), 浅岡。

． 個体数はあまり多くない。

5. カクムネペニポタル L ypo n ia quadrico-

!lis (K i esenwett er) （ ペニボタル科）

29-lV. 86(2), 山崎；10-V,86 (6), 大平。

4月から5月にかけて普通に見出され る。

6. ヒメカクムネポタル lypo n ia osawai

Nakane （ベニボタル科）

29- 1V, 86 (2), 山崎；10-V,86(1), 大平。

前種より個体数が少ない。

7. キイロカミキリモドキ Xan thochroa

heller i Harold （カミキリモドキ科）

12-w. 86 rn. 大平。

個体数は多くない。

大 平 仁 夫

8. アオカミキリモ ドキ Xan thochroa

waterhousei Harold （カミキリモドキ科）

15-\1, 86 (10), 浅岡。

普通に見出される。

9. アカハネムシ Pseudo py rochroa ves ti-

flua (Lew i s) （アカハネムシ科）

29 -IV, 86 (5), 山崎。

普通に見出される。

IO. ヒメ ジョウカイ Mi cadoca nt har is

ja加 n ica (K i esenwett er) 

（ジョウカイボン科）

29-N. 86 (3), 大平；2 6-W, 86 Cl), 山崎。

山林中に多い。

I I. セポシジョウカイAthemus v ite Iii nus 

(K i esenwet t er) (ジョウカイボン科）

IO - V. 86 (I) , 大平。

前樋に混って見出される。

12. ヒラ タ ド ロム シ Mataeo pse炒us

ja知 n icus Mat sumura (ヒラタドロムシ科）

12-W,86 (6), 大平。

燈火採集で見出された。

13. ミスジミゾドムシ科 Ordob revia

fove icoll is Schon feldt(ヒメドロムシ科）

12-W. 86 (6), 大平。

燈火採集で見出された。

 





オオミスジ

8. サカハチチョウArashnia burejana

Bremer 5-D(, 86; 15-X. 86。

河

9. )レリタテハ Kaniska canace Linne 

15-X, 86。

10. ア カタテハ Vanessa indica Herbst

15-X. 86。

1 1. コラムサキ A Pa fur a me tis 

5-.DC. 86。

Freyer 

船着山の半翅目

の 昆 虫 (2 10) 

12. ジャノメチョ ウ Minois dryas

Scopol i 15-X. 86。

13. クロヒカゲ Lethe diana Butler

5 -D(, 86。

14. ヤマキマダラヒカゲ Neo伐 niPhonica 

But !er 5- 1)(86。

15. ヒメジャノメ Myca /es is go tama

Moore 18-V, 86; 5-[)(.86。

せせりちょう科

I. ダイミョウセセリ Daimio tej7iys

Mene t ries 18-V, 86; 15-X. 86。

2. アオパセセリ Choas 伐 s benjaminii 

Guer i n-Menevlle 18 -V, 86。

3. イチモン ジセセリ Parnara gu tta ta

Bremer & Grey 15-X, 86。

 

（キジラミ・アブラムシ等を除く）

船若山における採集ニュ ー スとして、 筆者は

78 年に8 種を報告している。 今年度の調査によ

り、 ある程度、 その概要が明らかになったので

報告する。

種 の 目 録

ッチカメムシ科

I. ッチカメムシ Macroscytus japonensis

Scott 3-\•ID, 86 (I)。

マルカメムシ科

I. マルカメムシ Coptosoma 如nctissimum

Mon t andos 29- N ,  86 (5)。

浅 岡 孝 知

カメムシ科

I. ツヤマルシラホシ カメムシ Eysarcoris

Jal/ax Breddin 18-V. 86 (5)。

2. ウシカメムシ Alcimocoris ja加nensis

Scott （図A) 18 -V. 86 (I) 。 稀な種。 過去

に山崎、 大平両氏の記録あり。

3. クサギカメムシ Halyomor/)ha brevis 

Walker 12-\11. 86 (2)。

4. チャパ ネ ア オカ メムシ Plauti a cros sa la

Dal las 15 -N, 86 (2)。

ツノカメムシ科

I. モンキッノカメムシ Sas traga I a scu le II­

at a Scott（図B) 15-\i. ffi (I)。

エサキモンキッノカメムシにくらべて少ない
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Mo t schul sky 'lJ - IV, 86 (2) 。 ヒシウンカ科

クロヒラタヨコパイ科

I. クロヒラタヨコパイ Penth imia ni tide

Le t h i erry 29- N, 86 (2) 。

アオズキンヨコパイ科

I. アオス＾

キンヨコパイStragania m udus 

Uhler 12 -W. 86 (4)。

ハゴロモ科

I. ペッコウハゴロモ Ricania ja知nica

Melichar 3 一珊． 8 6(l)。

アオパハゴロモ科

I. トビイロハゴロモMim o phan tia mar i ti ma 

Matsumura 4-X.86(2) 。

2. ア オパハゴロモGe isha distinctissima 

Wak er 4-X. 86 (I)。

ハネナガウンカ科

I. アヤヘリハネナガウンカ Losbanosia

hibarensis Me tsurnura 12-W, 86 (I)。

稀。

2. アカメガンワハネナガウンカ Vekunta 

malloti Matsumura 4-X, 86 (2)。

マルウンカ科

I. マルウンカ Gerg ithus var iabilis

Bulter 15-W,86(2) 。

I. ハスオピヒミウンカ Be tac ixius 

ob liguns Mat sumura 15-\il, ffi (3) 。

ウンカ科

I. セジ ロウンカ So gate Ila Jure ifera

Horva t h 4-X. 86 (I)。

グンパイウンカ科

1. タテスジウンカ Catu!li a vittata

Ma tsumura 4-X. 86 (I)。

2. ヒラタグンパイウンカ Os so i des 

l i veatus B i erman 4-X. 86 (I) 。

以上31科72種を記録したことになるが、 未同

定の分を残し、 今後相当な種数に上るものと思

われる。 船若山には、 かなりの山地性の種と平

地産の種とが混牛しており興味深い。 ともあれ

船芯山の昆虫を知る上の 一 助となれば幸いであ

る。 尚、 木筆ながら資料等を心よく捉供してく 

ださった大平仁夫、 山崎降弘両氏にお礼を申し 

上げる。

―`. 
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船着山で採集したカミキリムシ ・リスト

ヒシカミキリ Mi cro I era pt i no i des Bates

27 N 1986 I ex 。

ミヤマルリハナカミキリ Kanekoa azum ienis i s 

(Mats ush it a et Tamanuk i)

西 川 誠

カエデノヒゲナガコパネカミキリ Mol orcheus

i sh ihara i Ohbayash i 5 V 1986 多数。

オダヒゲナガコパネカミキリ Mo lorcheus

gracill i s Bat es 5 V 1986 多数。

5 V I 986 多数。 コジマヒゲナガコパネカミキリ Mo lorcheus 

キパネニセハムシハナカミキリ Lemula dec ipiens ko jima i (Mat sush i t a)5 V 1986 J ex 。

Bat es 5 V 1986 多数 。

セスジヒメハナカミキリ P idon i a (Cryptopi­

don i a) ament at a Bates 

5 v 1986 zoon 。

トゲヒゲトラカミキリ Demonax (Demonax)

t rans ill is Bat es 5 v 1986 多数。

ヒメクロトラカ ミキリ Rhapthuma d im inut a

(Ba t es ) 5 V 1986 多数。

シラケト ラカミキリ Cl ytus mel aenus 

Bates

·;,,.ぷ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
そ ヤ

；短 報i
そ 翠
壬＊＊＊＊＊＊蕊＊＊＊＊＊＊＊＊ ・；

5 V 1986 lex。

矢作川堤防で

ジャコウアゲハ大発生

小 鹿 登 美

ジャコウアゲハは県内に広く分布してい るが、

＝河平野部では近年あまりその姿を見かけなく

なってきた蝶のひとつである。ところが第者は

1986 年 5月からIO月にかけてきわめて多数のジ

ャコウアゲハを安城市木戸町から岡崎市下佐々

木町・渡町の矢作川の堤防におい て観察してい

るので報告した い。

堤防の斜面上に自生する 食卓ウマノスズクサ

には多数の幼虫が発生しており、ススキやクス
． ：こ

にもおびただしい数の蛹を発見した。7月F旬

ペニカミキ リ Purpuric enus (S ternopl is tes) ..._,_

t emm i nck i i (Guerch-Meneville)

5 V 1986 I ex。

には一 部の場所で食位を食べ尽くしてしまった

多数の幼虫が、新たな食窄を求めてあたりを這

い回る光景も見られた。しかも第一化成虫 の発

生時期の直前に あたる 7 月下旬から 8 月上旬に

安城市の村高町から木戸町にかけての楊所は、

堤防の除草作業の影響で食草もろとも大打撃を

こうむったが、 8 月の下旬から 9月 に か けての

第三化の発生期には再び多数の成虫を見 ること

ができた。

（採集及び観察の記録）

17-MAY、 1986 採集 （下佐々木町） lo 

3.'f 全てかなり破損した個体であった。

21- JULY、 1986 （下佐々木町から木戸町 ）

ウマノスズクサに多数の幼虫を発見。

30- J ULY、 I 986採染 2 o （木戸町）堤防で
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極めて多数のさなぎを 発見した。 lm四方

にめを越すさなぎが発見されるところもあ

った。

4-AUG、1986 目撃 123 6 9 村高町から

木戸町までの堤防は除草作業のため、 さな

ぎもその殆どが刈られた草の下敷になった

ために羽に奇形のあるものが多かった。

26-AUG、 1986採集 （下佐々木町・村高町）

2 t; I � 他には 成虫はみられなかった。

21-SEP、1986目鰈 323 （渡町から木戸町）

10�多数の成虫を銀察。

23-SEP、1986目撃 401; 20 �（渡町から

木戸町）多数の成虫を観察。

4-0CT、 1986採集 ） 9 （下佐々木町）

5-0CT、 1986目撃 I t; 4 �（村屈町 ・

木戸町）この内 2 �は飛び古した個体であ

った。

いまのところ食草のウマノ スズクサも牲富に

あり越冬蛹も多数確認していることから 、 来年

の発生も十分期待できるものと思われる。

（安城市住吉町2丁目3-19 第2中部マン

ションろー3)

安城市でテングチョウ

を採集

小 鹿 亨

頂者は安城市尾崎町熊野神社の境内において
テングチ ョ ウLibythea celtis celtoides 

(FRUSTOK既：り を採巣しているので報告する。

28 -April、1986安城市尾崎町 1 � 

工ノキの周辺を飛び回っていたもので、 写頁 

のようにかなり羽が痛んだ越冬後の個体であっ

た。

キポシチビカミキリを

豊田市で採集

河 路 掛 吾

咀者は愛知県において記録の少ないキポシチ

ビカミキリSybra flavoma cula ta Breun-

ingを採巣したので報告する。

1986年2月 1 0 日に也田市元山中でアカマッ

の枯れ枝を調べ、 材中に体長約l2翼ヽのカミキ リ

の幼虫を数頭確認した。 食樹共に持ち什｝り管理

したところ次のように羽化脱出した。

I Ex. 26-V-1986 

2 Exs. 3 - IV- 1986 

また、 同地のアカマツ枯れ枝より 次の2種を

採集しているのでこの機会に報告しておく。

I. カラフトヒ ゲナガカミ キ')Monochamus

saltuarius (Gehler) 

1986年2月10日にアカマツ枯れ枝を採集。

I Ex. 27 -V- 1986 羽化脱出

2. セミス・ンコプヒゲカミキリRhodopina

lewis ii (Bates) 

1984年1月3日にアカマツ枯れ枝を採集。

I Ex. 20 - V- 1986 羽化説出
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額田郡•本宮山で

ヒラヤマコプハナカミキリ

を採集

西 川 誠

筆者は、 この地方で稀なヒラヤマコプハナカ

ミキリ(Enoploderes b ico/or (◊RAYAStll)

を採集することができたので報告しておく。

【採集デ ー タ】

lo•愛知県額田郡額田町・本宮山

29 IV 198 5 （快睛・微風）

当日、 足ならしのつもりでビーティングを行

いながら、 登ったところ、 くらがり渓谷より約

4. 5 km登った所の下草より得ることが出来た。

小型の個体であり、 また、 風の吹き上げの強い

場所であったことより 下草で羽を休めていたと

思われる。

以後、 2回の調査を行ってみたが追加するこ

とは出来なかった。 愛知娯下において は、 竹内

克豊氏により、 東栄町！）鳳来町2)の2例がある。

しかし、 いずれも9の偕体であった。 今回、 3

の個体を追加することができた。

末筆ながら発表を勧められた、 竹内克豊氏に

厚くお礼申し上げる。

〔参考文献〕

l)竹内克豊C 1983) 愛知県奥三河産カ ミキ

リ数樋、 月刊むし( 154) 8 。

2)竹内克豊 松村英一(1978)愛知県のカミ

キリ数種、 佳香蝶29(I I 3) : 8。

(〒441-31 愛知県豊橋市大岩町沢渡6-8)

東三河における

ウシカメムシの分布

浅 岡 孝 知

ウシカ メムシ(A/cimocoris borealis 

Scott)は、 かってほとんど採集されなかった

が、 喧者のまとめによると、 下記の各地におい

て確認することができたので報告する。 しかし、

まだ個体数も少なく、 寄生植物についても様々

でありよくわかっていない。

採集地

I. 豊川 市財賀町 観音山

過去に山崎、 西川、 大平各氏が記録。

2. 宝飯郡御津町 五井山

16-\1, 85 (I).枯枝に静止中の個体を得る。

3. 新城市市川 船着山

過去に山崎氏、 筆者18-V, 86 (I)が記録。

グミの樹上より 得る。

以上のように、 かなり広範囲にわたって確認

された。 今後更に新産地が見つかるものと思わ

れる。

〔参考引用文献〕
l) 山崎隆弘(1979) ウシカメムシ財賀寺に産す。

三河昆虫研究会採集ニュ ー ス第3号：49 。

2) 山崎隆弘(I981) ウシカメムシ舟若山 にも

産す。 三河の昆虫II«> 27: 11 4。

3) 大平仁夫(1 986) ウシカメムシを採集。 三

河の昆虫（通信）II«> 104 。

アヤヘリハネナガウンカ

の分布

浅 岡 孝 知

アヤヘリハネナガウンカ(Losabnosia hibar­

ensis Matsumura)に ついては、 文献による

と稀な種とされてきた。 平者は、 これまでに下

記の各地で生息を確認しているので報告する。

県内における分布状況は左図のように、 かなり

広壁囲に及んでいる。 尚、 標扁の表示は、 いず

れも推定である。

分布図

I. 豊川市財賀町(60 m)

3一珊．86(I)。夜間

2. 新城市船着山(150m)

12-W. 86 (I)。夜閻

3. 下山村三河湖(470m)

6-X.86 (I)。ヒこ→百ング

4. 下山村小松野(500m)

6-X, 86 (I)。ピーティング
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5. 豊田市猿投山(250m)

19-X, 86 (I)。ピーティング

6. 幡豆郡一 色町佐久島

9-\111, 78 (1)。

〔参考引用文献〕
佐藤正孝他(l 9 7 4)春日井の昆虫4 : 6。 

オオツノカメムシ

篠島に産す

浅 岡 孝 知

オオッノカメムシ(Anaxandra gigantea

Matsumura)は、前胸背の側角が紅色で芙麗な

カメム ・ンであるが、 過去の記録として、 遠望山、

竹島、 岡崎市本宿町、 石巻山、 三ケ根山等で確

認されている。 今回、 筆者は篠島を調査した折、

生息を確認したので報供する。 初めての記録で

あると思われる。

（記録）
篠島 9-X. 86 (2)。 ク・ ミ、 ヒサカキ樹J::。

〔参考引用文献〕

山崎降弘（1976)珍カメムシ3駁 三河の

昆虫池14: 56。

豊川市財賀寺にて

ヒメハルゼミ産す

浅 岡 孝 知

愛知県におけるヒメハルゼミ(Euter加OS ia 

chibensis Matsumura) の既知産地は、 足

助町（県指定文化財）、 鳳来町一 帯、 新城市雁

峰山、 御堂山（県指定文化財）、 岡崎市八幡神

社（市指定文化財）等である。 そして1986年度

に、 定光寺で脱皮殻が見つかっている。 筆者ら

は数年前より財賀寺ー 搭を調査し、 生体を確認

す ることができたので報告する。

同地は、 前述の産地にくらぺ、 その発生数は

多く、 比較的自然度が保たれている。 各地の発

生数が減っていく中で、 身近に産地が残されて

いたことは興味深い。 今後、 全山の自然珠境を

守りながら、 ヒメハルゼミを見守ってい きたい。

アオイラガ幼虫を

岡崎市で採集

細 谷 浩 史

昨年夏、 岡崎市明大寺町、 岡崎国立共同研究

機構碁礎生物学研究所構内のA地区テニスコ ー

卜わきのサクラに、 アオイラガLatoia consocia 

(WALKER)の幼虫が発生していた為、 撮影、 採

集した。 アオイラガは、 新編岡綺市史14巻、

「自然」編に収録されている蛾類の種の目録に

記載されていない為、 ここに報告する。

I. 愛知県岡崎市明大寺町西郷中38、 岡崎国

立共同研究機構、 基礎牛．物学研究所構内、

サ クラ古木、 I0. VIll. 1986. 1I者採集。

当時、 幼虫は、 サクラの幹を集団で下りつつ

あり、 地上から30cm程度の所で写真撮影を行っ

た。 又、 上記地区以外にも、 岡崎市康生町の岡

綺公園内のサクラの木にも本種の幼虫が発生し

ている串が観察された(14. VIIl. 1986)。

最後に、 本種の同定に御尽力下さった三浦軍
光先生、 ならびにいろいろと御相談にのって下

さった大、自仁夫博士に誌上を借りて御礼を申し

あげる。

•ヘ




